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とまこまい
市議会だより

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

　
心
よ
り
お
悔
や
み
、お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

苫小牧市議会検索は

第17回定例会を開催しました。
（平成30年9月7日㈮〜19日㈬）

災害対応のため日程を短縮しました。

苫小牧市は市制施行70周年
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北
海
道
胆
振
地
方
中
東
部
を
震
源
と
す
る

地
震
が
、
9
月
6
日
午
前
3
時
７
分
に
、
本

市
を
含
め
厚
真
町
・
安
平
町
・
む
か
わ
町
な

ど
道
内
を
襲
い
、
本
市
で
も
、
2
人
の
尊
い

命
が
失
わ
れ
、
21
人
の
方
が
骨
折
や
け
が
な

ど
で
負
傷
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
海
道
全
域
で
の
停
電
の
発
生
に

よ
り
、
市
民
生
活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま

し
た
。

　

本
地
震
で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方

に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
、
１
日
も
早
い
ご
回
復
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

苫
小
牧
市
議
会
は
、
地
震
災
害
に
よ
る
市

民
の
安
全
と
災
害
復
旧
を
第
一
に
考
え
会
期

を
短
縮
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
議
員
一
同
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
安
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
の
で
、

ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

苫
小
牧
市
議
会
議
長　

木　

村　
　

司

東港の地割れ

厚真町にて福祉トイレカー支援

1 2
43
入浴支援などを行った自衛艦「しらせ」

給水所設置による支援



　

第
17
回
定
例
会
は
９
月
７
日
か
ら
21
日
ま

で
の
日
程
で
し
た
が
、
６
日
の
地
震
発
生
に

よ
り
急
き
ょ
、
議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し

会
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

７
日
の
本
会
議
の
冒
頭
に
、
議
長
よ
り
本

地
震
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
に
対
し

黙も
く
と
う祷
を
捧
げ
開
会
し
会
期
の
決
定
の
み
を
行

い
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
被
災
状
況
が
除
々
に
明
ら
か
に
な

り
災
害
復
旧
活
動
を
優
先
す
る
た
め
再
度
、

議
会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
会
期
を
19
日
ま

で
短
縮
し
市
政
に
臨
む
基
本
方
針
、
代
表
質

問
を
取
り
や
め
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
10
日
か
ら
18
日
ま
で
は
災
害
支
援
の
た

め
休
会
と
し
最
終
日
は
補
正
予
算
や
条
例
改

正
案
、
本
地
震
に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
要

望
意
見
書
を
全
会
派
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

各
常
任
・
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
案
件

の
説
明
の
み
と
し
審
議
は
次
回
の
委
員
会
で

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

2P3P

第17回 定例会概要

PICKUP_01

PICKUP_02

○ 「平成３０年北海道胆振東部地震災害　
　に対する支援を求める要望意見書」

平成30年度歳入歳出予算の総額に

　10億1,446万5千円追加し
歳入歳出の総額を

　773億1,685万9千円としました。

○水道事業会計
　　配水管改良工事　5,000万円
○下水道事業会計
　　汚水管改良工事　１億円　　など

平成30年度一般会計補正予算
（第4回）

平成30年度特別・企業会計補正予算

国・道および関係機関に意見書を提出

任期満了に伴う各委員の決定 苫小牧市税条例等の一部改正

　教育委員会委員　　岡　田　秀　樹　氏

公平委員会委員　　大　谷　和　広　氏

○地方税法等の改正に伴い、市たばこ税率
　を段階的に引き上げる

主なものは、
  ○植苗ファミリーセンター整備事業　　　

　　　　　　　 1,945万4千円
  ○企業立地振興条例助成金
　　　　　　　 7,437万3千円
  ○小中学校25校に避難所Wi-Fiを設置する 

　事業として　　 　　2,667万円　など

PICKUP_05 PICKUP_03

PICKUP_04　
　
　

議
会
基
本
条
例
と
は
？

　
　
　

議
会
基
本
条
例
と
は
、
議
会
活

　

動
の
基
本
理
念
や
議
会
・
議
員
の
活

　

動
原
則
、
議
会
運
営
な
ど
の
基
本
的

　

な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
　
　

な
ぜ
条
例
を
制
定
す
る
の
？

　
　
　

国
の
権
限
が
地
方
自
治
体
に
大

　

き
く
移
行
す
る
中
で
、
地
方
議
会
が

　

担
う
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
苫
小
牧
市
議
会
は
議
会

　

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

　

今
後
も
更
な
る
推
進
を
図
り
、
市
民

　

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
た
め
に

　

条
例
と
し
て
明
文
化
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

条
例
が
制
定
さ
れ
る
と
何
が
か

　

わ
る
の
？

　
　
　

議
会
が
市
民
の
身
近
な
存
在
に

　

な
り
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

　

政
策
提
案
・
提
言
が
多
く
な
る
こ
と

　

に
よ
っ
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
市

　

政
の
発
展
が
期
待
で
き
ま
す
。
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※条例は前文及び第７章（第16条）で
　構成されています。

専門的知見の活用及び
議会事務局の体制整備
第13条　専門的知見の活用
第14条　議会事務局

第６章
市長等と議会との関係

議会及び議員の活動原則

第11条　議会への説明等
第12条　趣旨確認

第５章

第２章

第１章

前　　　　文

市民と議会との関係
第８条　広報広聴の充実
第９条　情報の公開
第10条　市民参加の促進

第４章
議会運営
第５条　委員会の運営
第６条　全員協議会
第７条　会派

第１条　目　的

　　　　　
第２条　基本理念

第３条　議会の活動原則
第４条　議員の活動原則

補　　則
第７章

第15条　条例の位置付け等
第16条　条例の見直し

第３章

　この条例は、議会及び議員の活動原則、市民と議会との関係その他議会
に関する基本的な事項を定め、より一層、市民に開かれた議会を目指すこと
により、市民の福祉の向上及び市政の発展に寄与することを目的とする。

　議会は、市民の負託を受けた議員で構成する市政における最高の意思決
定機関として、議員の自由な討議のもと、公正かつ適正に審議を尽すととも
に、市民に開かれた議会を目指すことを基本とする。

苫小牧市議会基本条例の構成図

防災LAN 学習LAN

Webフィルタリング

インターネットへ接続
苫小牧市、気象庁、
フェイスブック
ライン、ツィッターなど

NHK for School
YAHOOきっず
キッズネットなど

Wi-Fi

災害時 平　時

避難者に校内
アクセスポイントを
開放

学習用端末のみ
アクセスポイントを

利用
可能

・インターネットを
　利用した調べもの
・Ｗｅｂ教材の利用など

・災害・避難情報の収集
・ＳＮＳによる安否確認

通信制限なし 通信制限あり

避難所Wi-Fiの設置と利用内容

市
民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

※
意
見
募
集
の
詳
細
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

条
例
は
前
文
及
び
第
1
章
か
ら

第
7
章
ま
で
（
全
16
条
）
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
検
討
会
に
お
い
て
協
議
を
進
め
て
い
た
、
苫
小

牧
市
議
会
基
本
条
例
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
㈭
か
ら
30
日
㈮
の
期
間
で
、
条
例
に
関
す
る
市

民
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

苫小牧市議会基本条例（案）がまとまる

市  

長

議  会

政策提案・提言
監　視

市民福祉の向上
市政の発展

市  

民市民意見の反映

開かれた議会

政策 議論

議会と市民及び市長とのイメージ
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とまこまい市議会だより編集委員会
岩田　典一・神山哲太郎・板谷　良久・大西　厚子・工藤　良一
岩田　　薫・首藤　孝治・桜井　　忠・宇多　春美

次号発行予定は2月上旬頃です。

月　日 内　　　容
 12 月　5 日㈬ 陳情締切り（17:00 まで）

 12 月　6 日㈭ 本　会　議 市政に臨む基本方針・議案等審議
 12 月 10 日㈪
 　　〜 13 日㈭ 本　会　議 代表質問・一般質問・議案等審議  

 12 月 14 日㈮ 常 　 任 　 委 　 員 　 会　　

 12 月 17 日㈪
特 　 別 　 委 　 員 　 会

本　会　議 議案等審議

■議会日程のお知らせ

※12月6日、10日から17日の開始時間は10時（予定）からになります。
※日程などについては変更になる場合があります。（土・日・祝日は休会）
　詳細は、議会事務局にお問い合わせください。

※1回の傍聴につき70ポイント。
　（本会議のみに限ります） とまチョップポイント

70●第18回
　市議会定例会

第３回とまこまい市議会だよりフリートーク開催

　第3回苫小牧市議会だより「フリートーク」がココトマ（表
町）で８月20日㈪に開催されました。
　活発な意見交換の中では、普段、委員会メンバーには考え付
かない視点でのご意見やご要望をたくさんいただきました。ま
た、これまでのフリートークで提案された意見を取り入れた編
集に対しての改善内容などについても話し合い、フリートーク
の必要性を改めて認識いたしました。今後も市民の皆さんに親
しまれる議会だよりの作成に向け、編集委員を中心に一致団結
して取組んで参ります。
「フリートーク」にご参加されました皆さまに心から感謝申し
上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　（編集委員会）

　とまこまい市議会だより
　　　編集委員長　岩　田　典　一

編

集

後

記

　本市と近隣４町（白老、厚真、安平、むかわ）は、平成
27年 3月に「定住自立圏の形成に関する協定」を締結してお
ります。本市としても、この度の地震によって被害を受けた
３町の都市機能及び生活機能を確保するため、議会日程を
短縮して災害支援に協力を行うことを決定しました。
　このことから、今号のページ数が縮小になりましたことを
お詫び申し上げます。

意見交換を終えての記念撮影

高校生らしい卒直な意見・提案。

明るい選挙推進協議会の方々も参加。

苫小牧工業高等学校の生徒が参加。

議会基本条例に関する
市民からの意見を募集します。
期間：平成30年11月1日㈭
　　　　　　　　～11月30日㈮
資料の入手方法

　市議会のホームページからダウンロード、市
役所10階議会事務局、市役所2階談話室、各
コミュニティーセンター（豊川、沼ノ端、住吉、
のぞみ）、植苗ファミリーセンター、勇払出張
所、ココトマ
意見の提出方法等  
　※詳しくは、配付資料をご覧ください。


